
広島県心臓いきいき症例検討会

症
例
検
討

（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

各
講
師
の
講
演
終
了
後
は
、
在
宅
移
行
期
に
あ
る

患
者
の
模
擬
事
例
を
提
示
し
、
参
加
者
を
４
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
、
三
十
分
間
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い

ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
①
在
宅
担
当
者
と
し
て

連
携
す
る
た
め
に
必
要
だ
と
思
う
情
報
、
②

A

氏
の

重
症
化
リ
ス
ク
要
因
、
③
病
院―

在
宅
で
退
院
時
に

情
報
共
有
や
調
整
が
必
要
な
こ
と
、
④
在
宅
で
の
療

養
支
援
に
お
い
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
・
連
携
項
目
、

⑤
そ
の
他
の
５
項
目
に
つ
い
て
、
各
グ
ル
ー
プ
で
話

し
合
い
ま
し
た
。

当
検
討
会
の
事
例
は
、
独
居
で
社
会
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
を
拒
否
さ
れ
て
い
る
方
の
事
例
で
し
た
が
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
在
宅
で
患
者
を
支
え
る
に

あ
た
り
、
患
者
本
人
に
と
っ
て
キ
ー
と
な
る
か
か
り

つ
け
医
を
作
り
、
か
か
り
つ
け
医
と
の
信
頼
関
係
を

築
い
た
後
に
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
在

宅
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、
内
服
状
況
な
ど
他
者
に
よ

る
確
認
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
本

人
が
ど
う
い
う
考
え
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
に
生
き
て

い
き
た
い
か
と
い
う
こ
と
（
A

C

P
）
に
つ
い
て
も
、

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が
多
く
み
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
①
の
項
目
で
は
、
「
自
宅
周
囲
の
環
境
が
知

り
た
い
（
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
所
属

介
護
支
援

専
門
員
）」、
「
病
院
で
の
指
導
歴
が
知
り
た
い
（
ク
リ

ニ
ッ
ク
勤
務
医
師
）」、
③
の
項
目
で
は
、
「
入
院
中
の

内
服
管
理
を
知
り
た
い
（
調
剤
薬
局
薬
剤
師
）」
等
、
各

専
門
職
種
な
ら
で
は
の
視
点
で
の
意
見
も
あ
り
、
大

変
学
び
の
多
い
症
例
検
討
会
と
な
り
ま
し
た
。

令和２年７月９日(木) 広島大学病院で、

広島大学病院主催 第２回広島県心臓いき

いき症例検討会～在宅療養移行期の心不

全患者に対する多職種アプローチ～を開催

いたしました。

当検討会は、広島大学病院圏域の心臓い

きいき在宅支援施設に所属する職員を対象

とし、心不全管理に関する知識の構築及び

関係者間の交流を目的に開催しております。

今年度の開催は、新型コロナウイルス感

染拡大防止のため、従来の参集型検討会で

はなく、初の試みとなるZoomミーティングを

使用し、講師の講演を録画したものを配信し、

その後、ブレイクアウトルームを活用したグ

ループワークのLive配信を組み合わせた２

部構成での開催となりました。

オンラインでの開催でしたが、計27名（院

外25名、院内2名）と多くの方にご参加いた

だくことができました。

開会の挨拶は、広島大学病院 心不全セ

ンター センター長 中野 由紀子教授が行

いました。

事
務
局
よ
り

今
回
の
検
討
会
は
、
初
の
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
、
私
共
事
務

局
も
不
慣
れ
な
状
態
で
の
開
催

で
し
た
が
、
多
く
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
検

討
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
従
来

行
っ
て
い
た
参
集
型
の
研
修
会
の

開
催
が
困
難
で
あ
る
と
推
測
さ

れ
ま
す
の
で
、
今
回
の
オ
ン
ラ
イ

ン
症
例
検
討
会
の
反
省
点
を
活

か
し
、
今
後
も
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

研
修
会
等
の
開
催
が
で
き
る
よ

う
、
調
整
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【広
島
大
学
病
院

心
不
全
セ
ン
タ
ー
事
務
局
】

～在宅療養移行期の心不全患者に対する多職種アプローチを考える～

【写真２】

【写真１】


